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論文の要旨及び判定理由 

インドネシアの医療保険制度は、ユニバーサル・ヘルス・カバレッジの実現に向けて2014年に再編が行わ

れ、それまで大きく 4 つあった医療保険制度が１つの国民皆保険制度に統合された。新制度により、これ

まで無保険だった層も含め、全ての国民が経済的な困難を伴うことなく保健医療サービスを受けられるよ

うになった。本研究の目的は、インドネシアにおける国民皆保険制度導入前後の健康追求行動の変化を調

べ、これらの変化を決定する要因を明らかにすることにある。インドネシアのバンドン市において、想起

法による質問紙調査を使って後向きコホート研究を2019年に実施した。調査対象者は、バンドン市在住の

23 歳以上で、最近疾患に罹患していた者（過去 2 週間以内の急性疾患の経験を有する者、または現在慢性

疾患を有する者）とし、無作為抽出と有意抽出の 2 段階で抽出した。健康追求行動を目的変数とし、国民

皆保険制度の導入を独立変数とした。また、健康追求行動に影響を与える可能性のある変数をAndersenの

医療サービス利用の行動モデルに基づいて選択し、調整変数として用いた。国民皆保険制度の導入は、急

性疾患を有する者よりも慢性疾患を有する者に対して大きな影響があった。また、公的医療機関における

医療サービスの質の向上に寄与し、それによって人々がこれらのサービス利用を選択する可能性が高まっ

た可能性が考えられる。さらに、インフォーマルケア（市販医薬品による自己治療、伝統的民間療法（薬

草を含む）など）から公的機関での治療に移行することで、医療利用の安全性が向上した可能性もある。

導入により公的医療機関の利用率は向上したが、健康保険にまだ加入していない人々が存在することも示

された。健康保険に加入していないことは、将来、必要なときに医療サービスへのアクセスや利用を脅か

す潜在的な問題となりうる。本研究は持続可能な開発目標SDGsで掲げる「すべての人に健康と福祉を」の

達成に向けて、インドネシアにおける新国民皆保険制度導入の効果と課題を示し、今後の政策や医療資源

の適切な分配・管理を検討するうえで基礎となり得る意義のある報告と認められ、博士（医学）の学位に

値するものと判定した。 
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